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思惟と居住(Thinking and Dwelling) 

―統一思想における心情の思惟と居住の意味― 
 

 

趙亨國（Cho Hyung-Kook) 

鮮文大学文化コンテンツ学科教授 

 

"私達は、私達自ら、思惟する時に初めて 

思惟が何を物語っているかをきちんと知ることになる。 

このような試みが成功するために、私達はまず、 

思惟することを学ぶ心の準備ができていなければならない。" 

(M.ハイデガー) 

 

"人間は本来、自己の利益を中心にして 

考えるのではなく、他人を愛するために 

考えている。 

これは本来の思考の出発点であり方向である。"(統一思想要綱) 
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1. はじめに：21世紀の技術時代に再び問う思惟と居住の問題     

日増しに増強するデジタル技術の力と共に、人間の欲望の噴出がよどみなくあふれる今日、人間

の思考と居住の統一思想的意味を考えてみることは、反時代的行為か？人間の生活とは何である

か？人間の居住は、どのように現れるか？まず、常識的次元で見た時、私たちの日常的生活は、心

(意識)での考えと体を通じた実践が、一つになって展開される。そのため、良い考えと美しい実践

や行動をすればするほど、私たちの生活と健康は、より一層増進される。一方、利己的な考えと実

践で一貫した生活をすればするほど、その人の生活は孤独になり人間味を失う。このように考えと

居住(生活)という事象は、非常に現実的でありながら哲学的に重要な問題である。従って、私はこ

の考え(思惟)と居住(生活)という問題について、統一思想的観点から反省してみたいと思う。特に2

1世紀のデジタル技術文明の中で超越の価値(神聖さ)を失い、様々な消費主義と享楽主義と実証主義

的考え方に染まって生きる現代人に統一思想でいう心情的存在としての人間の思惟と居住の意味を

力説することで、大地で人間として存在することの里程標を提示してみたいと思う。1 

21世紀の新たなデジタル文明と生活の質を云々し、今日多くの人々が関心を傾けていることは何

であるか？あるトレンド専門家は、今日を生きている私たちの欲望の地図をスマート(親切なテクノ

ロジー)、青春(時間の素敵な逆走行)、コネクティング(暖かいネットワーク)、体験(生ものへの誘

惑)、慰労(私の心の中のバリア)、レベルアップ(より贅沢な日常)、クロスブリーディング(交配す

る世界)などとして現している。2 

しかし、これらの分析は、統一思想の立場からすれば、肉心、体の欲望とその欲望の志向すると

ころに関する分析にとどまっている。統一思想によると、人間は、霊人体と肉身で構成されており、

霊人体と肉身には、それぞれ生心と肉心という内的、機能的側面が含まれている。ところが、この

生心と肉身が心情(真の愛)を中心して、主体と対象の関係を維持しているとき、人間は、はじめて

本来的居住、すなわち創造原理的人生を送ることができる。しかし、堕落した人間は、この関係が

逆転し肉身の欲望が生心の欲望に先立つ生活を送る傾向に陥っている。つまり、私たちの日常は、

肉身に対する欲望、すなわち、衣、食、住、性への欲望が、真、善、美、聖に対する欲望を支配し

ている世界である。3 簡単に言うと、精神的価値を追求する欲望より物質的価値を追求する欲望に

より影響を受けて支配されている人生を送っている。 

このような私たちの生活の姿は、日々、新たに進化にしていくデジタル技術と肉身の欲望の幻想

的なランデブーによって開き、明らかになる生活の姿だということができる。後期資本主義社会の

 
1 故シン・サンヒ博士は、このような現代人の拝金主義と実証主義的考え方の澎湃、それによる科学技術万能主

義という信念の下、明らかになった今日の生活方式や文明は、"既に自然の秩序を徹底的に破壊し支配している

だけでではなく、人間の生命の尊厳性と人間の最もユニークな性質さえ余すところなく破壊する極端に危険な状

態に日々向かっている"と見て、"そのために無思惟に陥った技術文明の忘却された目を根本的に目覚めさせるこ

とこそ大地の上に人間が人間として真実に生き、本来の生活の基盤を保存するためのこの時代の最も切実な要求

であり課題だ"と強調する。シン・サンフイ"ハイデガーと神"、哲学と現実史、2007、12-13ページ。私はハイデ

ガー哲学に対する深い洞察に基づいて、危険に直面した現代人たちの居住の神髄を回復することを叫び、神聖さ

と神様を新たに理解し語らなければならないというシン・サンヒ博士の洞察に全面的に同意し、統一思想での心

情の神様の理解と真の愛の価値観は、現代文明の多くの問題点―環境、人間疎外、経済的成長と分配などーの根

本的な治癒の教えになると思う。ただ、今日の統一思想研究者がこのような根本的な教えの内容をそれぞれの現

実的な問題について、今日、様々な学問世界に出てくる新たな声を傾聴する中で、具体的かつ実践的レベルで対

話し応答しようとする努力を積極的に活性化する時、統一思想研究の新しい扉が開かれ、そうした中で自然に心

情真理の呼びかけにきちんと応対する心情思惟の花を咲かすことができるであろう。 

2 トレンド専門家・金ギョンフンは、今日の韓国人の欲望を述べたように7つに要約・提示し、私たちの日常生

活と欲望の地図を現している。金ギョンフン、"韓国の欲望の地図"、ウィズダムハウス、2006、50-57ページ参

照。 

3 鮮文大学/統一思想研究院、"統一思想要綱"、鮮文大学出版部、2007、238-241ページ参照。以下"統一思想要

綱"として表記。 
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中でさらに猛威を振るう物質主義と消費主義と享楽主義が多くの人々の生活の価値観として定着し

ている。このような現代人の肉身の欲望を満たすためにあえぐ生活、つまり一方に傾いてバランス

を失った人生を生きているという自覚なく生きる態度と時代的雰囲気に対して文鮮明先生は、基本

的に次のような立場をとっている。 

 

"自分を憎まなければならないのです。この体を憎まなければなりません。私の体に怨讐の血が蠢

動していますが、これを刀で切ることもできず、火で燃やすこともできない自分自身であることを

知るべきです。神様の保護を受けることができない立場に立って、万物を消化し、消費する消耗工

場になっているという悲痛な事実を知らなければなりません。"4 

 

筆者の見解によると、上に引用した文鮮明先生のこのような人間観は、一言で堕落性根性の奴隷

となった人生や人生の真の‘故郷を喪失(Heimatlosigkeit)’した実存的状況に対する表現というこ

とができる。多くの現代人は、死ぬ者としての真の居住の意味、心情的故郷を喪失した漆黒のよう

な暗い時代を生きている。このような問題意識に基づいて、私はまず、統一思想から見る人間思惟

の問題について議論したいと思う。原相の論理的構造に似た人間の思惟構造を明らかにして、この

ような思惟と自由の関係などについて考察してみる。次に、統一思想の3大祝福論の中の第1祝福、

すなわち個性完成(個体的四位基台)の議論を心と体の調和を達成する居住(生活)の解釈学の側面か

ら解いて見ることによって、人間居住の意味を解明してみようと思う。最後に、私たちが大地で人

間として生きながら行う考えと居住することの統一思想的意味を、もう一度反省してみることで心

情的生き方(Modus Vivendi)が含意している心情真理の深い味を吟味してみようと思う。 

 

2.統一思想における人間思惟の問題  

 

2.1 (心情)思惟とは、何を物語るのか。 

 
A. ロダンの "考える人" 

 思惟とは何か？簡単に言えば、考えとは何か？簡単なようでありながらさっと答えることも困難な

問いではないか？この問いに直面すると、ふとオーギュスト・ロダン(1840-1917)の "考える人"(Le 

Penseur)が思い出される。私たちは毎日考え、その考えたことを実践することで、日常生活を生きて

いながら、いざ、その考えについて考えて見ようとすると、ためらってしまう理由は何であろうか？

ビトゲンシュタインが言ったことがあるように、実際このような主題が哲学的に重要な問題のようだ。

私たちが日常会話で頻繁に使用する考え、愛、時間、幸せ等は、よく解っているようでありながらも、

実際にその本質的事態に直面したとき、私たちは躊躇するが、実際にこれらの問題がいかに重要な問

題であるか。 

  しかし、いまだに考えに対する質問は容易ではないようだ。そこで、辞書に一応頼ってみることに

する。私たちの日常的理解を含んでいる辞書では考えをどのように解釈しているかというところから、

 

4 世界平和統一家庭連合“天聖経”、成和社、2005、889ページ 
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考えについての手がかりを解放していきたい。辞書では考えについて次のように解説している。5 

 

① (頭を使って)究理する。思考 - 考えを絞る、人間は考える葦である。 

② 見当をつけて推し量り、判断する。分別 - 後先を考えずに語った言葉。 

③ 心が傾く。願う心。興味。欲 - 酒への思い(考え)が切実だ。 

④ 何かを成し遂げたり、しようと決心する - やめる考えだ。 

⑤ ある物事について持っている見解 – 古くさい考え。 

⑥ 感じて、出てくる心 - 恥ずかしい思い。 

⑦ 新しいもの、または、忘れていたことが頭に浮かぶ - 良い考えが浮かぶ。 

⑧ (過去のことを)振り返る、または、思い出す。思い出。記憶。 - 故郷の思い、考えを整理

する。 

⑨ (将来のことを)頭の中に描いてみる、または、見通す。想像。予測。- 10年後の君の姿を考

えて見て。 

⑩ 慕わしかったり懐かしむ気持ち。大切にしたり、心配する気持ち - お母さんに対する思い、

子供のことを考えて、夜も眠れない。 

⑪ 気を使う、または、推し量る気持ち。考慮。配慮 - もう一度考えてください。 

⑫ そのように考える。見なす。 - 来なければあきらめたものと考えます。    

 

考えに関する辞書の説明から解るように、私たちは日常生活の中で、思ったよりもたくさん考えと

いう言葉を使って生きている。日常の中で接する出来事に対する判断、見解から想像、記憶、配慮な

ど、さまざまな意味の含蓄を許可して、考えという表現を使っている。そしてそのような考えの事態、

心の動きを体で表わす実践(行為)を通して、私たちの存在を事件化させて生きている。私たちはしば

しば考えと言語、言葉と行動、思考と表現は、同時に進行するという言葉を使うが、筆者が感じるに

は大きく間違ってはいないようだ。それでは、統一思想では、このような考えと言語、思考と表現を

どのように説明しているか？  

統一思想の論理学では、従来の論理学とは異なり、考え(思考)の出発点と方向および基準等を語っ

ているが、この点が従来の論理学、つまり思考の法則や形式のみを扱う論理学とは差がある点だとい

うことができる。神様と人間の関係を相似の関係で見る統一思想では、人間の考えも、神様、すなわ

ち原相の論理構造に似ているという側面から説明する。統一思想では、人間の考えの起源、考えの原

因について次のように考える。 

 

"人間はなぜ、考えるのだろうか。それは、神様が宇宙創造に先立って、まず、考えたからである。

すなわち、神様は宇宙創造に先立って、心情を動機として愛を実現しようとする目的を立てて、その

目的に適合する内容を心の中で構想された。これが考えであり、ロゴス(み言)である"6 

 

このような神様の原相構造に似るように創造された人間も、やはり、心情を動機にして愛を実現す

るための目的を立てた土台の上に、その目的を達成するために考えたことは、本然の思考の姿勢であ

る。このように統一思想では、人間の思考の起源と基準を神様、すなわち原相の論理的構造から導い

ている。"原相においてロゴスが形成される"内的発展的四位基台"は、すべての万物が創造される"創

造の二段構造"の一部である。したがって、ロゴスはみ言であると同時に、宇宙の法則として、万物

すべてを網羅している"7  

創造の二段構造は、内的四位基台と外的四位基台に分かれるが、内的四位基台は私達の頭の中での

 
5 "東亜新国語辞書"、イギムン監修、東アジア出版社、1990年、1278ページ 
6 "統一思想要綱"、625ページ 
7 "統一思想要綱"、627ページ 
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論理構造になり、外的四位基台は認識構造や主管構造になる。"認識構造とは、万物から認識を得る

場合の四位基台で、主に科学研究の場合に造成される四位基台であり、主管構造は、生産や実践、す

なわち産業、政治、経済、教育、芸術などの場合に造成される四位基台である。そのため、論理構造

に基づいた論理学は、認識構造や主管構造に基づいたすべての文化領域と密接に関連している”8 こ

れを図表に提示すると、次のとおりである。  

 
<論理構造と認識構造と主管構造との関連性> 

 

私達が、上記の図表で確認できるように、人間の思惟構造、すなわち論理構造と万物世界の存在構

造は、お互いに対応および補完関係にあり、人間の認識構造と万物主管の構造も同じように対応およ

び補完関係にある。さらに、これらの人間の認識や活動は、すべて原相の二段構造に由来するもので

相互関係があるといえる。それで統一思想によると、人間の思惟と行為は、原相(神様)の論理的構造

に似て、創造目的を達成するための人生の根源的動因であり、力である。ところが、神様の本質的属

性が心情であるため、そのような神様に似た人間の思惟は、まさに心情思惟になる。  

 

2.2 原相の論理的構造から見た思惟 

 

このような性格の心情思惟に基づいて行われる私たちの生活、すなわち、私達の居住はどのように

具体的に現れるか？それはまさに、私たちの考えと実践(行為)の統一と調和でその時その時ごとに現

れるものではないか？これを統一思想では神様の内部、つまり原相でロゴス(構想)が形成される内的

発展的四位基台と、これをもとに実際の創造作業をする際の外的発展的四位基台が形成される過程を、

人間が似ているものとして説明している。一言で "創造の二段構造"により、人間の思考と実践行為

を説明している。これを図で示すと、次の通りである。 

 
8 "統一思想要綱"、627ページ 
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<外的発展的四位基台> 

 

私たちがよく"知行合一"や"理論と実践の統一"などと言うのは、その論理的根拠が創造の二段構造

にあり、無意識のうちにそのような創造の二段構造に完全に似なければならないことを目指している

証である。9 

ロゴスを形成する内的発展的四位基台(論理構造)と実際の現実領域での外的発展的四位基台(主管

構造)の連続的な形成で、私たちの考えと実際の生活、つまり実践が行われる。しかし、ここで"実践

するということは、心に思ったことを外部に対して実際に行うことであり、まさに外的四位基台の形

成を意味する。実践の対象は万物であり人間である。すなわち愛の実践とは、万物を愛し人間を愛す

ることである。このように統一論理学において"思考する"ということは、そこに必ず動機と目的と方

向があるため、必ず実践に連結され行動と結びつかなければならない"10  

私たちは生きていながら、毎日、周りの自然万物や道具、他者との関係を結ぶものである。しかし、

これらの関係を結ぶということは、何を意味するものか。それはまさに私達が、この関係を結ぶ事態

に対して理解し認識するということを意味する。私達は、このように自分が理解し確認したことを土

台に、関係作りの多様な形態を見せる。ところが統一思想によると、このような人間の"認識には、

感性的段階、悟性的段階、理性的段階の3段階がある。感性的段階は、外部から情報が入ってくる窓

口であるため、認識の蘇生的段階であり、長成的な悟性的段階と完成的な理性的段階では、思考が行

われるようになる。その中で悟性的段階の思考は、外部から入ってきた情報に影響を受けるが、理性

的段階になると、思考は、外部に関係なく自由に行われる"11 この中で特に悟性的段階と理性的段階

で、原相構造に似た論理構造が形成されるが、まず、悟性的段階で思惟は、外界から入ってくる感性

的要素(内容)によって規定される。すなわち、外界の内容と内界の原型が組み合わせられて認識が一

旦完結される。ところが理性的段階では、このように悟性的段階で得られた知識を土台として、自由

に推理を進めて新たな構想へと進むようになる。このように理性的段階では、内的発展的四位基台と

いう思考の構造により、思考がスパイラルを描いて続けて発展していくことができる。これを図表に

提示すると、次のようになる。12 

 
9 "統一思想要綱"、630－632ページ参照 
10 "統一思想要綱"、631ページ 
11 "統一思想要綱"、632ページ 
12 “統一思想要綱”、632-635ページ参照 
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<理性的段階における思考のスパイラル発展> 

 

 人間の思惟の世界は、このような理性的段階での思考のスパイラルの発展により、たとえ一つの

事項についての思考であっても一度だけで終わらずに、継続することが多い。そして、私たちはよく

学問世界や文化世界で特に優れた創造性と想像力を発揮する人々を見ることがあるが、これらの人々

の場合、これらの理性的段階での思考の四位基台形成が活発な人々だということができる。思考のス

パイラルの発展は、このように私たちの生活と文化世界の豊かさの基礎となっている。 

 

3. 統一思想における心情的居住(生活)の解釈学 

 

3.1 思惟と自由、そして心情的生活     

 

それでは、これらの私たちの思考と自由、さらに心情的生活との関係について考えてみることにしよ

う。よく"論理学は思考の形式や法則を強調するため、"自分が思っていることまでひとつひとつ法則

や形式の干渉を受けなければならないか"、"法則や形式のような厳しいルール(rule)に支配されたく

ない "、"いかなる干渉も受けずに自由に考えたい"という思いがわくこともあるだろう。"13     

これに対して、統一思想では、私達の思考に法則や形式があることを、実際は思考に自由が与えら

れていると解釈する。私達の体の作用を見たとき、呼吸も消化作用も血液循環も、神経の伝達作用も

すべて、一定の生理の法則によって作用している。もし、このような法則に違反すれば病気にかかる

だろう。同様に、私達の思考や言語行為も、実際は、法則と文法という原理に基づいて行われている。

私達の中で誰かが、このような法則や文法を守らずに自分勝手に考え、その考えたことをある音声で

吐きだすとしても、意思疎通が行われることはないだろう。それでは私達の思考や言語行為に全く自

由がないのだろうか？そうではない。"思考選択の自由"があり、言語行為を行うときに、"単語選択

の自由"がある。たとえば、学校の発展に関する思考を挙げるならば、学校の発展という共通目的、

共通方向を志向しながらも、その具体的実践においては、学校構成員に従って、個々の目的や方向が

お互いに異なることを確認することができる。これは個人の選択の自由のためである。つまり、選択

の自由によって、各自が必要な目的や方向を自由に決定する。14  

このようなことは、私たちの日常生活の中で多く発見されることだが、ある仕事の達成において、

"目的や方向に関する選択の自由の場合、自由な思考がどのようにして行われるかというと、思考(内

的授受作用)において霊的統覚が内的形状内の観念、概念の複合や連合を自由にすることが、まさに

構想の自由である。この構想(思考)の自由は、理性の自由性に起因するものである。"15   

 
13 “統一思想要綱”、642 
14 “統一思想要綱”、642-643ページ参照 
15 “統一思想要綱”、643ページ 
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私たちの生活の中で心情と創造目的を中心としたこれらの構想の自由、すなわち理性の自律的発揮

を通して心情的生活と言語行為を遂行している。そして、これらの心情言語と心情行為は、私たちの

周りの対象を生かし守る力と知恵として発現する。 

 

 3.2思惟と行為、その共属で維持される個体的四位基台   

 

統一思想によると、私たちの思惟と行為は、心情の価値を中心に発現する心情思惟と心情行為がな

ければならない。そして心情的生活を完全に達成しなければならないのが、まさに人格完成であり、

個性完成だと見る。文鮮明先生の教えの核心である"原理講論"と"統一思想要綱"によると、神様と人

間の関係が父子の関係であるため、人間は神様の姿(神相)と性品(神性)に似ている。堕落のために堕

落性根性が残っているが、真の愛の実践という修行を通して救いに至ることができるという人間理解

を文鮮明先生は提案している。特に、神様の三大祝福の内容に対するユニークな読法に基づいて、人

間学的、そして教育学的意味を強調している。まず、"原理講論"の"創造原理"では3大祝福の内容を"

創造目的"という観点から論究しているが、これはすなわち、人間の立場からすれば、人生の目的と

なる。なぜなら、神様と人間の関係が父子の関係であるため、根本的に人間は神様のみ旨(創造目的)

と無関係に生きることができないからである。"創造原理"では3大祝福の生の中で、第1祝福の生の具

体的な現象について次のように述べている。  

 

"神様の第一祝福は個性を完成することにある。人間が個性を完成するには、神様の二性性相の対

象に分立された心と体が授受作用をして合性一体化することで、それ自体で神様を中心とした個体的

四位基台を達成しなければならない。神様を中心として、心と体が創造本然の四位基台を成した人間

は、神様の聖殿となり神様と一体を成すために、神聖を持つようになり、神様の心情を体恤すること

によって神様のみ旨を知りそれに従って生活するようになる。"16     

 

このような神様の第一祝福を私たちはしばしば心と体の統一と言う。これに対して私は心での思惟

作用と体を通した実践作用、すなわち、思惟と行為という観点から個体的四位基台を完全に実現する

居住の哲学の立場から熟考してみたいと思う。これは、まさに一つの個性真理体としての人格完成に

対する悩みであり、この地で私たちが生きるということ、すなわち、居住することの真の意味に対す

る熟考でもある。それでは、上で引用した部分で下線を引いた部分の内容を中心に、より深く考えて

見よう。     

統一思想によると、人間は心と体の二重構造になっている。これを"性相と形状の統一体"的存在と

表現したりもするが、ここでは4つのタイプがある。17 しかし、ここでは、生心と肉心の立場から熟

考してみたいと思う。引用した部分で"心と体が授受作用をして合性一体化する"というのは生心の真、

善、美、聖を追求する価値志向性と肉身の衣、食、住、性を追求する物質指向性が心情を中心として

完全な主体と対象の関係を維持し、神様の完全性に似た人生を生きていくことを意味する。これは、

人間教育の根幹となる内容として、教育学的にも非常に重要な意味を持っている。人間は、心情教育、

規範教育、主管教育を受けることで完全に成長することができるが、この中で心情教育は、人間の霊

人体の成長と関連して、非常に重要な意味を持つ。心情教育は、個体完成のための教育として、神様

の性相と形状の統一性に似るようにする教育である。しかし、神様の性相と形状は心情を中心として

授受作用をすることで、統一をなしているために、心情教育では、個人が自分の心情が神様の心情と

 
16 “原理講論”、46ページ 
17 人間の性相と形状には、4つのタイプがあるが、最初に人間は宇宙を総合した実体相であるため、動物、植物、

鉱物の性状と形状の要素をすべて備えている。第二に、人間は霊人体と肉身の二重的存在である。第三に、人間

は心と体が統一を成している心身統一体である。最後に人間は、二重の心、すなわち生心と肉心の二重心の統一

体として、二重心的存在である。"統一思想要綱"、239ページ 
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一致し心と体の統一、すなわち思惟と行為の調和を成して平安な生活を送ることができる力を提供す

る状態が非常に重要である。18 

このような心情教育で、私達は、私達の心情が、"神様の心情と一致する"あるいは "神様の心情を

体恤する"という状態が重要だということがわかる。"統一思想要綱"では、神様の心情を大きく3つ、

すなわち希望の心情、悲しみの心情、苦痛の心情に分けて説明する。このような創造と歴史過程で現

れた神様の心情を私達が生命世界で感じ共感して、徐々に、神様と心情的コミュニケーションが可能

になる必要があるというのが心情教育の核心である。そして、神様のみ旨を知り、そのごとく生活す

ると、個性真理体としての価値を完全に発現するようになる。文鮮明先生は、神様のみ旨は何かとい

う問いに対してはっきりと四位基台を完成することと答えられる。19 個体的、家庭的、主管的四位基

台が完全に実現した世界、その世界が、まさに神様の創造理想世界であり、心情文化世界ということ

だ。従って、人間の心情的居住(生活)は、四位基台を完全に実現しようとする神様のみ旨と方向そし

て内容と一致した生活をする時、可能になるという事実を私達は確認することができる。それでは問

題は、現実の中での堕落した人間が"どのように"神様のみ旨と心情を体恤することができるかという

問いである。これに対して文鮮明先生は、"神様の体恤と私たちの自覚"という言葉を使ってこのよう

に力説しておられる。     

 

"体恤生活において一番重要な要件が何か？主体と対象の関係です。"神様はいつも主体だ"と言い

ながら、私を愛しておられる神様であるため、私が真剣であれば真剣であるほど、神様は自分のこと

を忘れることができない、傍観できない、ここで一緒におられるということを感じなければなりませ

ん。したがって、祈りに先立って感謝することができる生活形態が広がる時、そこには天が一緒にお

られます。それは最初には感じられませんが、ある段階に入ると感じられるようになるのです。"20  

   

 

"そのために天は私がいなければならないというこのような自覚よりも、そのような体恤の環境を

皆さんが備えなければなりません。体恤しなければなりません。感じなければならないのです。私が

しなければ、このようになるということを感じなければなりません。そのためには遠い場所にあって

はなりません。いつも主体と対象の関係に触れて、見て、聞いて食べて寝る一切の生活は、私一人で

するのではなく、主体と共に主体の目的のためにするのだということを表面化させて感じなければな

りません。このようなことを感じる場所で、天が一緒にいる場所で、新しい自覚をして世界に出るよ

うになった時、はじめてそこで天のみ旨が成り立つということを皆さんが知ることを願います。"21  

   

 

統一思想では、体と心の統一、思惟と行為の一致の生活を強調する。心情の神様に似て、日常生活

の世界の中で心情と真の愛の価値を完全に実践する人生を教えている。人間の立場で、神様に完全な

対象の立場を取る時、心の声に対して、体の欲望が完全な対象の立場を維持する時、心情を中心とす

る私たちの思惟に対して、行為が完全な対象の立場で調和を成す時、初めて心情的人生の現状、心情

的居住が可能だということである。このような観点から見るとき、私達の考えと居住、あるいは思惟

と行為は、不可分の関係にあり、特に私達各自の個体的四位基台完成と関連しては示唆するところが

大きいと言える。思惟とは何を言うか。実践(行為)とは何を意味するか。それは私たちの心(意識)の

 
18 “統一思想要綱”、355-376ページ 

19 世界基督教統一神霊協会、"祝福と理想家庭"、成和社、1995、16ページ再引用 

20 “訓教経”、460ページ 
21 “訓教経”、462ページ 
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世界と体の世界が心情を中心とした授受作用をして、完全な個体的四位基台を形成しようとする私た

ちの本性に起因する生活の原動力、創造目的を完全に実現しようとする本性の指向性に相違ない。 

 

4.おわりに：大地で人間として居住することの統一思想的意味     

私達はこれまで統一思想での思惟と居住(生活)に対する教えを中心に、私たちの思惟と居住が心情的

思惟と居住にならなければならないことについて考察してみた。21世紀を生命と平和の神文明の時代

に導こうとされる文鮮明先生の教えの根幹である"原理講論"と"統一思想要綱"に現れた個性完成、つ

まり個体的四位基台を通した心情的生の現状と解釈を通して、そして統一論理学における人間の思惟

についての理論解析を通して、今日のような故郷喪失の時代に要求される居住の哲学を提示してみよ

うと思う。     

人間を自然に対して主体と考える近現代文明のパラダイムの中で、いわゆる近代性の危機が話題に

なりながら、環境問題と人間の居住問題が深刻に浮上している。22 果たして人間の思惟は、存在する

すべてのものを捕らえる力であるのか。死ぬ者としての人間が、この地に居住するということは、何

を言うか？自分が堕落した存在であるという自覚なく、後期資本主義が生み出す繁栄の悲惨さの中に

物質主義と消費主義と享楽主義という価値観に身を任せたまま生きていく多くの現代人に、"原理講

論"と"統一思想要綱"は、私たちが心情的存在であることと共に、心情的思惟をして心情的生活(居

住)をしなければならことを示している。私たちの思惟は、心情を中心として、愛の実現という創造

目的を中心として行われるべきである。私たちが心情を動機にして内的性相と内的形状が授受作用を

してロゴスを形成する原相の論理構造に似て、私たちの生活の中で全体目的と個体目的に区分される

被造目的を成就するために考え実践する心情的存在として生きる時、私達の思惟と生は心情的思惟と

心情的居住として実を結ぶであろう。 

このような心情思惟と心情的生活(居住)は、まず、真の愛を中心として心(思考)と体(実践)が完全

な主体と対象の関係を成して一つになる過程の中で現象化する。従って、今日のように肉身の欲望が

生心の欲望に先立ち、またそのような生活が現実的に当然だと思われる日常の中で生心の欲求、つま

り真、善、美、聖を前面に立てた生活に転向するときに、初めて心情的生活の本来性を回復すること

ができ、そういう意味でいまだ私達には修行の課題が残されていることを文鮮明先生は力説される。

統一思想の観点から見ると、宗教の根本問題は、生心の価値志向的生活と肉身の物質志向的生活を主

体と対象の関係で調和を成すようにする中庸の知恵を教えることだといえるだろう。そのため、統一

思想での心と体の"統一的生活"、すなわち思惟と実践の調和に関する議論は、人間の幸福と平和に関

する根となる教えである。     

私達は、心情的思惟と居住の理念を生活世界で完全に達成する心情的存在になることと共に、私達

はまた、他人や自然万物との関係でも自然に心情を中心として、他人や自然万物と共生のための心情

(真理)事件に参加する生活を送る。心情的存在としての人間は、他人や自然万物との関係で心情をも

とに自分の知的、情的および意思的機能を発揮して生活世界や自然界に侵入事件を敢行するのは当然

である。このような心情をもとに、"存在者全体への侵入事件"を通じて人間ははじめて、心情文化世

界を作っていく。このような心情文化世界、つまり、真に認識できる故郷世界の中で初めて人間は、

きちんと居住(生活)することができる。統一思想の立場から見ると、人間の思惟と居住は、心情の声

を聞くことによる思惟であり、このような思惟と実践の調和を通して個体的四位基台を完全に実現し

ていく事態を意味する。     

物質主義と消費主義と享楽主義という価値観の中で自己喪失、家庭解体そして環境問題で故郷を喪

失している今日、統一思想での心情的思惟と居住の哲学は、現代の文化的生活の危機の中であえいで

いる最後の人間が改めて注目すべき里程標である。そして生活という林道の街角ごとに、その里程標

 
22 オーギュスタンベルク、"大地で人間として生きるということ"、金ジュギョン訳、ミダスブックス、2001 参

照 
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を明確かつ鮮明に立てることは、統一思想での心情真理の味を最初に味わった人々の本性からにじみ

出る自然な修行の実践である。  
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